
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校訓『誠健勤和』

 

 

   

 

今月は、全学年でいじめＺＥＲＯを意識した「人権教室」や生徒・保護者とこれまでの成果と課題を共有する

ための「三者面談」を実施いたしました。ご協力いただきました並河、山本両人権擁護委員様や保護者の皆様に

感謝申し上げます。また、２年生は当初予定していた職場訪問の代わりとして、フリーペーパー「ワクドキ・フ

ラノ」の記事担当という貴重な機会をいただきました。過日の道新には、そのための取材の様子が掲載されまし

た。生徒が取材した記事がフリーペーパーに掲載されるのが今から楽しみです。関係諸氏には、事前指導や当日

の取材など、貴重な時間をご提供いただき、ありがとうございました。 

１２月は合唱コンクールを中心とした学校祭を行う予定です。生徒たちは生徒会や連協を中心に西中の伝統を

継承・発展させようと真剣に準備にあたっているところです。入場に際しては、制限がありますが、ご都合がつ

きましたら是非ご観覧ください。 

 

さて、早いもので令和３年も残すところあと１ヶ月となってしまいました。年の初めには、今年は「こうしよ

う」「こうしたい」という目標や決意を、たとえぼんやりでも、何かしら抱いた方も多いのではないでしょうか。

しかし、実際に努力を継続することは、なかなか難しいと感じているのは私だけではないと思います。 

では、どうすれば努力の継続が可能なのでしょうか？卓球の福原愛選手のメダル獲得や青山学院大学駅伝チー

ムの箱根制覇の陰の立役者であるフィジカルトレーナーの中野ジェームズ修一氏は、私たちが陥りがちな「ゼロ

イチ思考」を否定しています。ゼロイチ思考とは、物事をやらない（ゼロ）か、やる（イチ）かで分ける考え方

です。例えば、「１日１０km走ると決めたら、目標の期間は完璧に１０km走らないと自分の努力を認めない」

という考え方です。これだと、できなかった日が失敗体験になり、いつしか嫌になってしまいます。しかし、ゼ

ロイチ思考ではなく、５kmでも３kmでも ”続ける”ことを重視すれば、やる気は失われず、かえって自信や達

成感につながるのだと、氏は語ります。 

  

短期に結果を出さなければならない場合はそうも言ってはいられないかもしれませんが、ゴールが先にある場

合は、こうした考え方が必要なのではないでしょうか。 大切なのは妥協する 

３kmではなく、できる限りの３kmや５kmを積み重ねることのように思いま 

す。この考え方を自分の努力達成に生かしてみてはいかがでしょうか。１年の 

締めくくりは次の年のスタートにもつながります。私自身も含め、一日一日を 

大切にできる富良野西中学校でありたいと思います。 

 

 

11月の西中 
ZERO運動月別目標 
「互いの良さを 

認め合おう」 

月別 保健目標 
「姿勢に関心を 

もとう！」 

校 長 中 川 季 賢 

継続のすすめ 

 

 

富良野西中学校 

《学校だより》 

令和3年１１月３０日 

１１月号 

心に響く道徳 
１１月２４日（水）に「心に響く道徳」を開催しました。今年度は 

富良野自然塾の中島吾郎様を講師として迎え、「持続可能な社会に向け 

て～ＳＤＧｓを意識した暮らし方と、その方法～」と題し、ご講話い 

ただきました。体験談やクイズを交えながらお話をしていただき、生 

徒は興味深く聞いていました。講話の最後には「①視点を変え、②先 

入観を捨て、③観察力を磨き」ながら行動することが大切であり、そ 

のためには「同じ人とばかり付き合わない」という言葉をおっしゃっていました。このメッセージを受け西中生

には、多くの人と接することによってその人のよさを吸収し、自分自身を高めてほしいと思います。 

 １１月２７日（土）に、昨年度「全国いじめ問題子ども会議」に生徒会長として参加した宍戸龍斗さん（3-2）、

副会長として参加した小松侑心さん（2-1）と現生徒会長の曽根優さん（2-2）の３名で、小中高１０校が参加

した「上川管内どさんこ子ども地区会議」にオンライン参加しました。最初に富良野西中学校が、昨年度の全国

大会での発表内容や参加して学んだこと等を報告し、その後、グループ 

に分かれて「①いじめにつながる問題点を明確化する。②生徒会として、 

今後、どのような取組ができるか検討する。」ことを討議の柱として交流 

しました。参加した西中生３名は、他の学校が発表しているときは話をよ 

く聞き、自分たちが発表するときは堂々とした態度で話す等、落ち着いた 

態度で会議に臨んでいました。この会議を通して、富良野西中学校のよさ 

を上川管内に発信することができました。 

上川管内どさんこ子ども地区会議 

人権教室 

 １１月１６日（火）、１８日（木）、１９日（金）の３日間に渡り 

人権擁護委員の並河秀幸様、山本英恵様を講師としてお招きし、学 

年ごとに「人権教室」を行いました。「いじめをＺＥＲＯにするため 

にはどうするか」に 

ついてＤＶＤを視聴 

しながら自分の考え 

をまとめ、その後、グループ討議をしました。 

                      コロナ禍はこれからもしばらく続くことが予想されます。この 

ような状況だからこそ、皆さんがお互いのことを思い、手をとり 

あって学校生活を過ごしてほしいと考えています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度 

2 (木) 

 24 

(木) 

 7 

(火) 

1,2年期末テスト（～3日） (金) 

3年学力テスト 

 21  

(火) 

学校祭（合唱コンクール） 

常任委員会 

 

20 (月) 

職員会議（５時間授業） 

参観日（3-1、2学年） 

全校集会  校内研修（5時間授業） 

17 

２学期終業式  

 3 

 

１２月１７日（金）に「第７１回学校祭」を開催する予定です。昨年度に引き続き今
年度も富良野文化会館で合唱コンクールを行う予定です。生徒の作品等も掲示してお
りますので、本校の感染症対策にご理解をいただきながら、どうぞご観覧ください。 
 

  

１０月２９日（金）に３学年を対象としてメセナ事業を行いました。今年度 

は、「科学を楽しむワークショップ」と題し、楽ちん研究所の小出雅之様を講 

師に迎え、科学の世界を体感しました。ある事象に対し予想を立てながら実験

をして結果を確認していました。「えっ」と思う結果もあり、生徒は科学の世

界に魅了されていました。 
 

 

メセナ事業 

１１月２６日（金）に３学年レクリエーションが行

われました。この日のために学年連絡協議会が中心

となり綿密に計画を立ててきました。内容はドッジ

ボール、工夫をこらしたクイズ、吹奏楽部メンバーに

よる演奏でした。 

３年生にとって進路実現に向け大変な時期ではあ

りますが、このレクリエーションにより笑顔がたく

さん見られ充実した一時となったようです。 

当初は、キャリア教育の一環として職場訪問を行う

予定でしたが、コロナ禍のため断念せざるを得ない状況となりました。そこで今年度は、フラノデザイン代表の

中村靖教様のご指導を受けながら自分たちで仕事について取材をし、その内容を記事にまとめ地域密着型フリー

ペーパーを作成する学習を行うこととしました。１１月１０日（水）には２つグループに分かれ、演劇工房の長

谷川浩一郎様と furano bijou の高橋卓也様にインタビューを行いました。今後は各班でまとめた内容を参観日

で発表し、保護者の皆様にグラ 

ンプリを決めていただきます。 

グランプリを獲得した班の作品 

は実際にフリーペーパーとして 

富良野市内に配布されます。 

今から楽しみです。 

大会 

結果 

 15 (水) 学年会議等（5時間授業）  

参観日（1-1、1-2）  

参観日（3-2、3-3）  

23 
22 

(金) 

※12月27日（月）、28日（火）に 

 学習サポートを行う予定です。詳細  

 は後日別紙にてご連絡いたします。 

  

(水) 

※12月24日（金）に中体連スキー 

 壮行会を予定しています。 

  

【女子バレーボール部】・mino sports cup中学校バレーボール大会   優 勝 

                 最優秀選手賞  成瀬ももよ さん（2-1）     

優秀選手賞   齊藤 汀桜 さん（2-2） 

           ・富良野地区中学校選抜バレーボール大会    第２位 

２学年取材・執筆体験活動 

 

ボランティア活動（地域の環境整備） 

１１月１２日（金）に生活常任委員が委員会活 

動の取組として、地域のゴミ拾いを行いました。 

生徒は、寒い時期にもかかわらず熱心に地域の清 

掃活動を行い、学校周辺の歩道はきれいになりました。 

意欲的にボランティア活動を行っており、大変、頼もしく感じました。 

 

３学年レクリエーション 

(金) 

「税の作文」表彰 
１１月２５日（木）に校長室において「税の作文」の表彰を行いました。今

年度、環心愛さん（3-3）が北海道納税貯蓄組合連合会会長賞を受賞しまし

た。（作文タイトル『あたりまえ』って、あたりまえ？） 

また、税についての作文募集を通じて広く納税道義の高揚に寄与したことに

より、富良野西中学校に感謝状を贈呈していただきました。 

 

嶋田さん ありがとうございました 
及川さん よろしくお願いします  

嶋田朋佳さん 及川憂依さん 

今年度 

救命講習（2年保健体育の授業より） 

７月からスクール・サポート・スタッフとして学校環境の整備に

尽力していただいた嶋田さんが１１月末で職から離れることにな

りました。後任に及川さんが就きます。嶋田さん、お疲れ様でした。

及川さん、これからよろしくお願いします。 

１１月２４日（水）、２５日（木）に消防隊員を講師に迎え、２学年生徒が

救命講習を受けました。はじめにＤＶＤ等を活用しながら救命救急の学習を

行い、その後、心臓マッサージやＡＥＤの使い方等を学びました。尊い命を

救うため、いざというとき、この日の学習は大切になってきます。 

 


